
1982年出上の木簡

静
岡
・道
場
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
焼
津
市
小
川
、
道
場
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
ｉ

一
九
八
三
年

（昭
５８
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
焼
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
原
川
　
宏

・
山
口
和
夫

・
丸
山
博
信

・
大
石
佳
弘

５
　
連退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
室
町
時
代

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

道
場
田
遺
跡
は
、
大
井
川
水
系
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
上
に
位
置

し
て
い
る
。
付
近
に
は
古
墳
時
代
の
小
深
田
遺
跡

。
小
深
田
西
遺
跡
と
中
世
居

館
址
と
し
て
知
ら
れ
る
小
川
城

遺
跡
が
存
在
す
る
。

昭
和
五
四
年
度
の
分
布
調
査

の
際
、
小
川
城
遺
跡
の
内
媚
よ

り
呪
符
木
簡

一
点
が
検
出
さ
れ

た
が
、
こ
の
道
場
田
遺
跡
の
木

Ю

簡
も
小
川
戎
遺
跡
」
の
関
連
で

舘
把
握
し
た
は
う
が
よ
い
。

遺
跡
は
昭
和
三
四
年
の
土
地

改
良
の
工
事
の
際
、
木
枠
の
井
戸
と
平
安
時
代
末
の
遺
物
の
検
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
回
小
川
地
区
の
区
画
整
理
事
業
が
計
画

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
便
宜
的
に
遺

跡
を
五
地
点
に
分
け
調
査
を
し
た
が
、
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
第

一
地
点
、

第
二
地
点
、
第
三
地
点
か
ら
の
も
の
で
、
小
川
城
遺
跡
の
東
側
に
当
る
地
域
で

あ
る
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
群
、
二
〇
を
越
す
井
戸
、
土
羨
、

溝
状
遺
構
等
が
あ
る
。
特
に
丼
戸
に
つ
い
て
は
、
変
化
に
富
み
、
石
組
、
木
枠
、

曲
物
等
を
組
み
合
せ
て
多
様
な
形
態
で
造
ら
れ
て
い
る
。

一
四
点
の
木
筒
の
出
土
状
態
は
、
①
②
①
は
井
戸
よ
り
出
土
し
②
③
は
同

一

井
戸
か
ら
で
あ
る
。
⑤
ｉ
⑨
は
柱
穴
か
ら
の
検
出
、
ω
ぞ
⑭
は
土
羨
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
五
七
年

一
二
月
ま
で
の
も
の
で
五
八
年

一
月
以
降
六
点
確
認
さ

れ
、
道
場
田
遺
跡
で
の
木
筒
は
合
計
二
〇
点
と
な
る
。
釈
文
は
、
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
皆
様
、
向
坂
鋼
二
氏
、
八
木
勝
行
氏
の
御
狭
示
を

い
た
だ
い
た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
Ｘ
（梵
字
）
咄
灰
堤
兄
地
鎮
兄
除
☆
」
　
　
　
やμ貿
∞マ
］
ｏ声

②

　

「回
□
層
留
日
日
日
Ｈ
日
□
☆
」
　
　
　
　
　
や］受
∞貿
μ
昌

①

　

「
Ｘ

（
梵

字

）
□

□

回

□

□

」

　

　

　

　

　

　

　

や
伽
貿

∞
聟

μ

ｏ
Ｆ

①
　
。
「
七
難
即
滅
　
　
　
九
九
八
十

一



・
　

　

　

日

Ｈ

ＩＩ

回

〔げ

庁

川

Ｈ

回

日

日

Ｃ
８
）／
Ｓ
ｘ
囀

⑪
　
ｏ
ｘ
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢
諸
佛
皆
威
徳
羅
漢
皆
行
満
（梵
字
）

□
質
言
願
我
成
吉
祥
　
　
　
臨
急
如
律
令
　
　
」

。
ｘ
□
□
吉
祥
無
憂
渥
際
離
得
諦
故
如
風
吹
空
一
切
無
有

七
難
即
滅
　
七
福
即
生
　
　
　
　
　
　
」

（〕
Ｒ
じ
Ｘ
〕
ω
Ｘ‐
∞

口

回

　

　

　

　

　

　

．
　

　

（μф
μ）
Ｘ
∞∞
Ｘ
０

日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドμ）
Ｘ
（０）
Ｘ
∞

［旧日日］
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
（中∞）
×
（ф）
×
ω

ａ
削
力
〕

ｏ
「
　
　
　
　
口Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

④
　
。
「日
Ｈ
日
口
　
」

。
「
日
Ｈ
日
Ｈ
日
日
Ｈ
回
　
」

（た
）　
　
いつ
力
〕（た
）

一⑭
　
。
「
志
く
山
の
こ
□
く

・汁
回

同
Ｈ
回

此
内
回
□
こ
□
く
□
ｘ

〔
つ
，
〕（た
）

。
「
正
月
　
（花
押
）

Ｘ

享
禄
二年
幸卵

９
　
関
係
文
献

tl   eo (9)(o (7)lcDl

。
「
　

□
麒
躍
名
＜
蘇
民
将
来
子
孫
也
」

名
＜
□
　
☆
　
　
　
　
」

名
盆
こ

岬
報
囃
急
妊
律
冷
鍵
３
」

（фヽ
⇔）
Ｘ
６０
Ｘ
⇔

仰μ
×
（ド∞
）
Ｘ
中

∞
Ｎ
×
や
ド
×
い
　

０
趙

一
目 忌

〇
牌
Φ

〇
∞
い

〕
∞
Φ
Ｘ
中
］
Ｘ
ω
　
Ｏ
Ｆ
ド
　
　
　
　
“
ｔ

Φ
や
Ｘ
滓
ミ
Ｘ
枷
　
　
〇
枷
ド

食
じ
ｘ
長
×
ヽ

罵
μ

焼
津
市
教
育
委
員
会

『
小
川
地
区
遺
跡
分
布
謝
査
概
要
』
盆
九
七
九
年
）

同

『院
津
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
３
』
盆
九
杢
二
年
）

（康
川
　
宏
・
山
Ｈ
和
夫
）

□団回




